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1. はじめに 

観望会を現に実施している人(指導実施者)

が、互いにそのノウハウを交換する機会は少

ない。これから観望会を企画・実施できるこ

とを目指す人(指導初心者)では、なおさらで

ある。そこで、実際の観望会に付随してノウ

ハウ交換のための会があれば、具体的な事例

を基にした議論が可能になり有益であろう。

このような目的のため、2012 年 9 月 2 日(日)

に、獨協中学・高等学校で、ノウハウ交換会

が開催された（図 1）。 

参加者は 34 名と多くはなかったが、発表

では参加者の事例も披露され、活発な意見交

換が行われた。お互いに情報を共有化するこ

とにより、各人のレベルアップに寄与できた

と考えられ、十分に有効なノウハウ交換会で

あった。 

 

2. 交換会前日の観望会の報告と討論 

交換会の前日に、観望会が行われた[1]。こ

の報告を実施委員長・芳野雅彦氏が行った。

天気が不安定で、晴れ間はあるが雲の動きが

速く、観望会を決行するか中止とするかの判

断に苦しむところであったが、晴れ間がある

ので決行した。ただし、急な雨に注意を払う

必要があると確認し合った。18 時 30 分頃か

ら 19 時頃までは４台の望遠鏡に土星を導入

して観望してもらうことができた。19 時 10

分頃からは雲が出たが、晴れ間に見える重星

等を観望してもらった。19 時 40 分頃に雨が

ぽつりと来たので観望を中止した。ところが、

19 時 50 分頃に薄くなった雲間に月が見え出

したので、まだ片づけていなかった２台の望

遠鏡に導入した。帰らずに質問等を行ってい

た 20 名程の方々には月を見てもらい、感動

をプラスして帰っていただいた。以上が報告

された（より詳細は[1]を参照）。 

次に各指導者から観望会についてのコメン

トを述べてもらった。日没から 30 分も経た

ない内に土星を導入する必要があり、導入で

きたところはその方法を披露した。アイフォ

ンのアプリで天体位置が表示でき、導入に有

効であったとの報告が注目された。その他、

今後の観望会にとって有用なノウハウについ

ての情報交換が行われた。 

 

3. 特徴ある観望会についての報告 

3.1 片倉台小学校での金環日食観望会 

天文に理解があり、望遠鏡も所持する片倉

台小学校副校長の沼田忠晶氏が発表した。こ

の観望会の特徴は、金環日食を望遠鏡による

投影と日食グラスとピンホール投影の３方法

で見る点である。全校の各クラスに３方法を

用意したので、指導者 12 人と望遠鏡を 12 台

揃えた。子どもと大人を合わせて 550 名以上

の参加があった。学校教員だけでなく、地域

の自治会の支援があって無事に、成功裏に終

了することができた。 

 

3.2. 大規模観望会とネットワークの活用 

「天文サークル星空の会」の事務長・吉田

裕氏が発表した。2008 年 2 月の茨城県ひた

ちなか市の小学校で行われた星空の会では、

450 名の参加があり、苦労して集めたスタッ
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フ 18 名では対応が大変であった。相互協力

できるネットワークの必要性を感じ、2008

年 6 月に「第１回星空案内人の集い」を開催

し、県をまたいだ協力関係が作られつつあっ

た。その後、この集いに続けて 2012 年 6 月

の集いでは、関東 8 県 18 団体から参加があ

った。今後、ネットワークでＨＰを立上げ、

依頼窓口を設置しようと考えている。 

 

3.3 街角観望会 

帝京大学宇都宮キャンパス天文部「ステラ

スナイパーズ」の活動を武島佑季氏が発表し

た。その活動の１つとしてＪＲ宇都宮駅前で

展開している街角観望会が紹介された。駅西

口のペディストリアンデッキで行っている。

ここは市役所の管轄で使用許可が必要であり

(2000 円が必要)、道路扱いなので、警察の許

可も必要(更に 2000 円が必要)である。通行の

邪魔にならないように道路整備要員をつけて

いる。アルビレオなどの明るい二重星を観望

することもあるが、街明かりで 2 等星も見え

にくいことも多い。そこで、月や惑星が観望

の主体であるが、評判はよい。通常はあまり

空を見上げることのない通行人が足を止めて

見て行く。ある程度の人が集まると足を止め

る人が増え、列ができる。しかし、望遠鏡は

2～3 台しか置けないため、対応は限られる。 

 

3.4 観望会をバックアップ！「トナかい」 

ビクセンの都築泰久氏が紹介をした。ビク

センのユーザーと企業、ユーザーとユーザー

をつなぐ仕組みとして「トナかい」という会

員組織を 2007 年に立ち上げた。個人会員と

団体会員とがある。団体会員の特典は、次の

通りである。 

・季刊情報誌「So-Ten-Ken」（双眼鏡―天体 

望遠鏡―顕微鏡）の無料送付。これは観望 

会の参加者に‘おみやげ’として喜ばれる！ 

・オリジナル天体カレンダーの無料送付 

・最新カタログの無料送付 

・天文情報や製品情報、団体会員イベント情 

報を掲載したメールマガジンの配信 

・発売前または直後のビクセン製品のモニタ 

リング（希望者多数の場合は抽選） 

 

 
図 1 交換会での発表（実演） 

 

4. 雨天曇天時の対応 

4.1 星を見る会・曇天バージョン 

天文ボランティアうちゅうせんの永井秀男

氏（船長）が発表した。この団体は 1997 年

に仙台市天文台が実施した「ボランティア養

成講座」の修了者有志により結成され、15 年

経つ。会員は現在 20 名である。依頼を受け

て「星を見る会」を実施しており、小学校や

子ども会や市民センターなどが主な依頼元で

ある。毎年 30～40 回（震災の 2011 年は 20

回）の観望会を実施している。曇天バージョ

ンを実施した率は 60～80％と意外に高い。 

主な曇天バージョンは次のものである。 

・星座物語のスライド：オリジナルのも含め 

て 15 プログラムあり、幼児、小学低学年 

生も集中して見てくれる。 

・天文現象などのスライド：日食、月食、太 

陽、月、オーロラ、光害などをパワーポイ 

ントにまとめておく。場合によってはリク 
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エストに応じる。 

・星座ビンゴ：「今月の星空」について説明 

し、そこから 9 つの星座名を挙げる。この 

星座名を参加者に配られたビンゴ用紙（９ 

マス）の各マスに書いてもらう。このゲー 

ムを通して星座名が覚えられる。ちょっと 

した賞品があると予想外に盛り上がる。 

ゲームのどこでも終われるので、時間調整 

に便利である。 

・天文クイズ：小学低学年でも興味をもてる 

ものをオリジナルに作成する。２択ぐらい 

にする。例えば、太陽まで新幹線で行ける 

としたらどのくらいかかる？ 

[①70 年 ②700 年] 

・質問コーナー：最後に少しでも時間をとっ 

て質問を受付ける。 

・その他：参加賞として、天体シールや天体 

写真を差し上げると喜ばれる。ビクセンか 

らいただく「So-Ten-Ken」を参加者に配る。 

 

4.2 どのように星を楽しんでもらうか 

指導実施者の石橋 彰氏が発表した。主に

双眼鏡と望遠鏡の選び方と、観望対象（太陽、

月、惑星、恒星、星雲・星団等）ごとに観測

器具の使い方について説明をした。 

 

4.3 地元観望会における雨天曇天時対応 

指導実施者の江原 稔氏が発表した。プラ

ネタリウムが併設されている施設では、雨天

時でも子どもたちはプラネタリウム投影を期

待して来る。そのようなときはアニメのビデ

オ投影をプラスする。雨天曇天時への対応と

してプラネタリウム投影は有効なので、常に

ポータブルなエアードーム・プラネタリウム

などを持込んでおくのが有用である。 

 

4.4 Mitakaを用いた観望会解説 

指導実施者の日下部展彦氏が発表した。

Mitaka は、４次元デジタル宇宙ビューワー

で、国立天文台のプロジェクトで作成された。

色々な時空から宇宙を眺めることができるの

で、宇宙シミュレータともいうことができる。

Mitaka は、フリーソフトウェアであり、次

のサイト： 

http://4d2u.nao.ac.jp/html/program/mitaka/  

からダウンロードできる（図 2）。また、解説

書付きの書籍（有料）[2]もある。 

 

 

図 2 Mitakaホームページより 

 

Mitaka で出来ることは、次のようなこと

である： 

・プラネタリウムモード：地上の任意の位置・

時刻からの星空を見ることができ、通常の

星空解説が可能である。Mitaka Plus を使

えば、背景の画像追加も可能である。 

・宇宙空間モード：宇宙空間へ飛び出して宇

宙遊泳を行ったり、太陽系(小惑星帯・衛星

も含む)の動きの再現や、恒星の三次元分布、

銀河の分布・大規模構造を表示することが

できる。 

・その他：日食の再現、衛星への着陸、探査

機の軌道の再現、ムービーの追加が可能で

ある。 

このように機能が充実しているため、晴れ

た場合でも、曇りの場合でも、活用すること

ができる。 
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(1) 晴れバージョン解説（Short version） 

晴れの時は、早目に観望を始めたいので、

解説は短め（10 分程度）にまとめる。例えば、

次のような例が良いだろう。 

プラネタリウムモードでの星空解説（5

分）：観望会で見える星座・惑星、面白そうな

天文現象(日食・月食・流星群など)などの解

説を行う。 

宇宙空間モードでの太陽系の俯瞰(5 分)： 

地球の外から見た姿(地球や月の軌道など)や、

その日または、近々見える惑星の解説などを

行う。 

 

(2) 曇りバージョン解説（Long version） 

曇りの時は、余裕があるので地球から更に

離れることができるが、話し過ぎると 30 分

を超えてしまうので、注意が必要である。 

・プラネタリウムモードで星空解説（10 分）：

解説する星座の数を増やし、北極星の探し

方の復習などを入れてもよい。 

・宇宙空間モードで太陽系を俯瞰(10 分)： 

惑星を多めに説明しても良い。 

・太陽系を出てさらに遠くへ(10 分)： 

星座の世界、銀河系俯瞰、大規模構造など、

どこまで行くかを考えながら話を進める。 

 

4.5 天文ボランティア・狛江市立小学校で 

指導実施者の西上耕一郎氏が発表した。 

・月の満ち欠けと動き：メカニズムについて 

実演を通して説明し、理解に結びつける。 

・地球、月、太陽のスケール：野球ボールや 

ビーチボール等を模型として使う。 

・小学校の活動と問題点：教職員の多忙を考 

慮しつつ、キーマンと連携を保つことが必 

要である。 

 

4.6 星雲のお話（天候不良時メニュー事例） 

指導実施者の丹羽愛一郎氏が発表した。こ

の企画の目的は、観望会が実施できない時に、

望遠鏡でも見づらい星雲を画像で楽しんでも

らうことである。一方的な説明では飽きるの

で、問いかける方式で進める。 

・観望予定であった東京の星空の説明： 

ステラナビゲータを用いて行う。 

・光害がなければたくさんの星が見え、天の 

川も見える。天の川から星雲の話に進む。 

・星雲を画像で紹介： 

星雲の説明の後、当日の見える星座から 

スタートし、面白い形が何に見えるかを対 

話しながら画像を楽しむ。 

 

4.7 毎日おなじ顔のお月さま 

指導実施者の増子光昭氏が発表した。 

(1) 月の裏側が見られない！(月は後ろの姿

が自信がない？) 

問題：どうすれば月は裏側を見せないで地

球を回り続けられるでしょう。 

［月の表と裏の写真を貼り合わせたものを用意］ 

答：自転周期＝公転周期（27 日) であるた

め。このことを、実演（実体験）してもらう。 

 

(2) 満月から次の満月までは、29.5 日です。

（今年の 8月の満月は 2回あった。） 

・太陽に照らされた月を正面から見た時（太 

陽―地球―月が一直線）、満月に見える。 

・満月から次の満月になるには、その間に地 

球が太陽の周りを少し移動するので、月は 

27 日より少し地球の周りを回らなければ 

ならない。太陽に見立てた電球などを使っ 

て実演する。 

 

4.8 雨天曇天時の室内での対応 

指導実施者の皆川敏幸氏が発表した。 

・自作の「巨大星座盤（１メートル）」、自作

の「立体星座（オリオン、カシオペア、はく

ちょう、北斗七星の 4 個）」を使って、宇宙
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空間は立体であること、１つ１つの星々が

別々に浮かんでいることを説明し、宇宙の広

がりを実際に触って体験してもらう。

・「星の光は過去の光を眺めている」ことを説

明してから、徐々に地球を離れて宇宙の果て

を目指すという、”宇宙旅行”を想像してもら

う。

5. トラブルへの対策としての保険

レクリエーション（行事）保険についての

発表がなされた（発表者：水野孝雄）。イベン

トの規模が大きくなると、不測の事態に備え

ることは、大切である。子どもゆめ基金の助

成でも、保険加入が推奨されている（但し、

保険料は助成金で支払い不可である）。

5.1 対人対物賠償責任も補償するレクリエ

ーション保険 

自動車保険や生命保険に入っている保険会

社に連絡して、自分が求める条件の保険があ

るかを聞いてみることがまず必要である。こ

こでは、東京海上日動火災保険(株)の例が紹

介された。この保険では、行事のスタッフだ

けでなく、一般参加者も補償される。なお、

事前の名簿提出は不要である。このことは、

事前の参加申込みを求めない行事では重要な

条件である。

万が一、事故があった場合は、住所氏名が

記された名簿の提出が求められる。そこで、

行事の当日に受付で被保険者になりたい人は、

住所氏名・電話番号・性別を記入してもらう

要である。

5.2 社会福祉協議会の「行事保険」 

この保険に加入できるのは、ボランティア

団体であり、対人対物の賠償責任補償は、主

催団体(主催者、スタッフ)のみである。つま

り、主催者やスタッフ本人の傷害は補償され

るが、一般参加者は補償されない。このため、

保険料が安いという特徴がある。
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